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Abstract

In order to obtain knowledge for the training prescription, physical fitness of 11 players
of the Chinese National W'omen Volleyball Team and 22 players from the two top-ranked

Japanese women volleyball teams (Kanebo Team and Yunichika Team) was measured using
test batteries authorized by the Scientific Research Division of the Japan Volleyball Associa-
tion. Followings are summary of the results obtained.

1. The Kanebo Team, though it had many rather young players, showed best abilities
in grip-strength, sit-ups, side-steps, rolling test, three consecutive broad jump, upper body
extension, etc. as compared to those obtained for the 1970 National Team of women volley-
ball in Japan. However, this team was inferior in back-strength and nine-meter shuttle run
and found to be in need of training for jumping ability relative to its average height. They
also needed to improve maximum oxygen intake and ventiratory capacity. The average
total body reaction time of this team was reasonably short.

2. Grip-strength and back-strength of the Yunichika Team were inferior to those of the
Kanebo Team, and also found to be inferior in vertical jump and side-steps. It might be
needed for them to introduce a long term training program which centered around jumping
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10緒  論

世界の トップクラスを競 う国際的な競技会の中

で優れた成績をあげるためには,チームや選手を

支える経済的 0社会的環境の優劣や指導力の優劣

とともに,競技をおこなう選手の技術的・精神的
・体力的資質の優劣も又極めて重要な条件である .

心身ともに優れた素質をもった選手を早い時期に

発掘 し,計画的且つ合理的な トレーニングを負荷
しながらそのもって生まれた素質に一段と磨きを

かけつつ,幾多の国際試合の経験を積ませてゆく
ことが,常に トップクラスを維持する国際級の選
手を育ててゆく上に必要な条件であろう.

著者等
1)～ 6)は 1961年 より全日本男子および女子

チームの体力測定を実施してその トレーニングの

処方にあたり体力の向上に資 し,チ ーム強化に役

立てて きた。それらの体力測定の方法とそれに

もとずくトレーニング処方は,従来の世界バンー

ボール界に例を見ない新らしい方法として, 日本

男子および女子ナショナルチームの躍進とともに

大きくクローズアップされ,バ ィーボール トレー
ニングの科学化に大きな貞献をしてきた。

日本の女子バレーボール界は,1964年 の東京オ

リンピックで金メダルを獲得 したが,選手の大半
が引退 し,更に1972年 の ミュンヘンオリンピック

の終了と同時に第一線で活躍 してきた トップクラ

ス選手も大半が再び引退 し第 2の新旧交代期にあ

るといわれている.東京オリンピック以後の大き

な国際大会ではベテラン選手でチームを固めてき

たソ連に敗れて常に 2位に甘ん じてきた.宿敵ソ

連を敗って世界の王座に君臨するには,若い有望

な選手を早 く見出しこれに計画的な強化策を講ず

る必要があるものと考えられる.又中国女子ナ ョ

ナルチームは,1966年の文化大革命以来国際交流
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ability. It Πlight be worth mentiOning that Miss Yokoyama in the tealn revealed the highest

abilities over rneasured for the Japanese women volleyballers in back_strength, jumping power

and upper bOdy extension.

3.Members Of the Chinese National Team showed highest abilities in jumping power・
and nine-lneter three shuttle run, in Ⅵrhich some marked highest record sO far obtained by

this test. However,they seemed to have problems in back… strength, 飼exibility and endurance.
If a11-rOund training 、rere introduced to their region, their inherent high ability 13■ ight be
further brushed up. [PrOCeedings Of Departinent of Physical Education, College Of General

Education,University of TOkyo,No.9,61-72,1975]

を中止 してきたため,世界バレーボール界の主流
から大きくとり残されているものの,体力的には
日本選手に勝るとも劣らない能力を持っていると

評価されてきたが,具体的な体力に関するデータ  ⌒
―は従来公表されていなかった。         ―

日中両チームとも,現在チームの再建期にある
といわれているが,強固なチームづ くりには,技
術や体力の現状を科学的に分析して個々の欠点を

明らかにして,その矯正と強化に科学的手法を用
いて合理的な トレーニングを負荷 してゆくことが

必要であると考えられる.本研究は,若手有望選
手を多数ようする日本の女子 トップクラスチ ー

ム,カ ネボー,ユ ニチヵ貝塚両チームの選手につ

いて体カテス トを実施 し,1970年世界選手権大会
に参加 した全日本女子チームの体力値

7)と
比較検

討 しトレーニング処方上の知見を得ることと,中
国女子チーム選手の体力を測定し日本選手の値と

比較 してその体力の現状と資質を明らかにするこ

とを目的としておこなったので,その結果を報告
する.

2。 研究方法および対象        
▼

カネボーチームの体力測定は昭和48年 8月 9日

(1973年 )カ ネボー鈴鹿工場において17項 目を,
又同年 9月 27日 に東京大学教養学部体育研究室 。

体育館において測定上専門的な器具を要する全身

反応時間 0肺換気機能テス ト (レ スピロメーター

による): ジャンプカテス トと6名の中心選手に

対する最大酸素摂取量の測定 (速度 140m′ min一

定による角度漸増法)をおこなった .

又ユニチカ貝塚チームについては,昭和48年 10

月 24日 (1973年 )にユニチカ貝塚体育館にお い

て, 日本バンーボール協会科学研究部の定めた測

定項 目
8)の
中から実施可能な12項 目について測定



をおこなった .

中国女子ナショナルチームの体力測定は,昭和

48年 7月 24日 (1973年 )東京大学教養学部体育館

よび体育研究室において来日中の11名全員を対象

としておこなった。測定項 目は日本バンーボール

協会科学研究部の定めた11項 目
3)と , 世界バンー

界がテス トとして採用 している助走を加えてジャ

ンプし片手を伸ばした時の最高点と,助走 して両

手を同時に仲ばした時の最高到達点を計るブロッ

クジャンプ・助走を加えての垂直跳の高さの 3項

目を加えた計14項 目についておこなった .

3。 測 定 結 果

カネボーチームの体力測定の結果は第 1表に示

すとおりである。これらを第 2表に示す1970年 の

ブルガリアにおける世界選手権大会に出場 した12

名の全日本女子ナショナルチーム選手の体カテス

トの結果
7)と
比較してみると形態面では身長でカ

ネボーチームの値は 172.6Cmで 平均 0.8Cm高い

が,体重では 65。 9kgで 2.8kg軽い。筋力につい

ては,カ ネボーチームの握力は左右 各 々 35.3,

37.3kgで ぁるのに比較 し全日本チームは 34.1,

35.8kgで ヵネボーチームの平均値がやや優れて

いるが,逆に背筋力ではカネボーチームの平均値
112.8kgに比較 し,全 日本チームは 135。 7kgで ,

カネボーチムが明らかに劣っている.上 体起 し
(20Sec.)及 びバスケットボール遠投では,カ ネボ

ーチームの平均値が16.3回・20。 5mでぁるのに比

較 し,全 日本女子チームは15.4回 020。 3mを示 し,

カネボーチムが崖かに優れている.ジ ャンプカで

はカネボーチームの垂直跳及び 3回跳びの平均値

が 55.3Cm・ 6.55mでぁるのに比較し全日本女子

チームは各々 54。 9Cm 06.46mでヵネボーチーム

が僅かに優れている。又カネボーチームの助走を

加えてジャンプし片手を伸ばした際の平均到達点

は 2.81mで ,その時の平均ジャン高は 61.9Cm,

両手をを同時に伸ばしてのブロック動作時の平均

ジャンプ高 (ブ ロックジャンプ)は 49。 9Cmであ
った .

次に敏捷性についてみると,カ ネボーチームの

20m走 ・9m3往 復走 0ロ ーリングテス ト・サィ
ドステップの値は 3.5秒・14。 7秒・ 13。 0秒・ 49。 8
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回で,全 日本女子チーム平均値 3。 5秒 014。 1秒・

14。 0秒 047.5回に比較 し,カ ネボーチームは 9m
3往復走の記録がやや劣るが,ロ ーリングテスト

やサイドステップではやや優れていることが明ら

かになった.カ ネボーチームの単純視覚全身反応

時間の平均は0。 335秒で,反応開始時間は0。 169秒 ,

筋収縮時間は0。 116秒であった.最 大酸素摂取量
は心肺系の持久力の優れた指標とされているが ,

測定時間に制約があり全員を測定することが出来

ず,中心選手 6名 について測定 した.最大酸素摂

取量は西村選手の 3244mlノ mine,体重 lkg当 りの

最大酸素摂取量は堀川選手の 49。 2mlノkgemin.が

最大値で,平均 2985mlノ min 0 46。 3mlノkge minで

あった.柔軟性ではカネボーチームは体前屈度・

体後反度 で平均 20.6Cm・ 64.7Cm示 し,全 日本

女子チームの 19。 8Cm・ 59。 lCm lこ 比較 しやや優

れている.カ ネボーチームのレシーバーを含む15

名全員について,13.6 J Benedict― Roth tt Respiro¨

meterによる肺換気機能の測定結果は第 3表に示

すとおりである.肺換気機能の大小は身長及び体

重等の形態的要素と密接な関係があるといわれて

おり,その値の大小のみで機能的な優劣を判定し

かねるが,身長当りの深吸気量で 15。 4mlノcmp肺

活量は 24.2mlノcm,1秒量は 19。 8ml≠cmであり,
体表面積当りの最大換気量は 72.5mlノ m2でぁっ
た.柔軟度についてはカネボーチームの体前屈度
・体後反度は 20.6064。 7Cm, で全日本女子チー

ムの 19.8059.2Cmに 比べ,体後反度の点でやや

優れている.

カネボーチームと同様にユニチカ貝塚チームの

第 4表に示す体力測定の結果を1970年世界選手権

大会に出場 した全日本女子チームの体カデーター

と比較 してみると次のとおりである.形 態 面 で
は,ユ ニチカチームの平均身長が 172。 4Cm,体重

で 65。 Okgであるのに比べ全日本女子チームの平

均値は各々 171.8Cm,68。 7kgで ,ュ ニチヵチー

ムの方が身長で 0。 6Cm大 きく,体重で 3.7kg軽
い.筋力については,ユ ニチカチームの左・右握

力及び背筋力が 30。 4,35.8,113。 Okgで ぁるのに

比べ全日本女子チームは各 3々4。 1,35。 8,135。 7kg

で握力と背筋力で全日本女子チームの方が明らか

に優れている。上体起こしについてはユニチカチ
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―ムが16。 5回で全日本女子チームの15。 4回 よりや

や優れている.ジ ャンプカについては,ユ ニチカ
チームが垂直跳 03回跳で各々平均 52。 Ocm,6.74
mを 示 したが,全 日本女子チームの 54。 9Cm,
6.46mと 比較すると,ユ ニチカチームは垂直跳で

2。 9Cm劣 るものの 3回跳では逆に 28Cm優れて
いることが知られる.敏捷性については,ユ ニチ

カチームは 20m走 09m3往復走で平均3。 8秒・
14.4秒 を示 し全日本女子チームの 3.5秒 ,14。 1秒

と明らかな差は認められなかった。又サイドステ

ップ・ローリングテス トではユニチヵチームが各

々平均48。 0回 。11.8秒であったのに比較 し全日本

測定項目

女子チームは47。 5回 ,14。 0秒で,ユ ニチカチーム

のローリングテス ト値が明らかに優れ,サ イドス

テップでは明らかな差が認められなかった .

柔軟度テス トの体前屈度・体後反度ではユニチ

カチームは各々 19.8・ 63.5Cmで 全日本女子チー

ム平均値の 19。 8・ 59。 2Cmに比較 しユニチカチー
ムは体後反度の点でやや優れていることが明らか

である.

更に女子ナショナルチームの体力測定の結果は

第 5表に示すとおりである.1965年にもナショナ
ルチームの 1員 として来日経験のある徐愛敏 (30

歳),徐利雲 (28歳)のベテラン選手も含まれてい

第 1表 カネボー女子バレーボール
1973年 7・ 9月  カネボー

kg
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るために,平均年令はカネボーの20.1歳 ,ユ ニチ
カの20.3歳 に比較 して24.4歳 とやや高いが,形態
面では平均身長 174.9Cm,平 均体重 65。 3kgで ,

全日本女子チームの 171.8Cm,68.7kgに比較 し
て身長で 3Cm大 きく,体重で 3.4kg軽 い。体重
ではカネボー 0ユ ニチヵチームの平均と差はない

が, 身長ではカネボーの 172.6Cm, ュニチヵの

172。 4Cmを更に 2Cm余 り上まわり,世界の女子
チームの中でもかな りの大型チームといえる.体

力の測定は時間的な制約のため主としてジャンブ

カ・筋力と敏捷性の測定が中心であったが,中国

女子チームの左右の握力と背筋 力 は各 々平均

チームの体カテストの結果

体育館。東大体育研究室

37.7,39.4kg 0 1o9。 6kgで全日本チーム及びカネ
ボー・ユニチヵチームに比較 し,握力では明らか
に優れているが,背筋力は全日本チームと比較し
26 kg,ヵ ネボー・ユニチヵチームに比較 し3～4kg
劣っている.し かし 3回跳や垂直跳は各々 6.96
m,61.6Cmを示 し,全 日本女子チームの 6。 46m,
54.9Cmと 比べると3回跳で平均 50Cm,垂直跳で
6。 7Cm中 国チームが優れ, 又カネボー ・ユニチ
カチームに比較 しても明らかに優れた成績を示 し

た.助走を加えての垂直跳の平均値は 68.9Cm,

又ブロックジャンプも 59.6Cmと ヵネボーチーム

の平均に比較 して各々7.OCm,9.7Cmと 明らかに
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項目 1身  長

|

氏名  I Cm

1右

l  kg

1 塩川美智子 172 64 2.20 36

2 松り||や えみ 170 63 2.11 35

3 宮崎喜代子 170 61 2.13 34

4川 島 京子 176 67 2.16 32

5大 野ひとみ 171 69 2.14 33

6 2.々
査11[子  169 63  2。

06 40

7 石川 嘉枝 172 60 2.18 30

8 山崎 妙子 172 70 2.17 46

9猫 田 裕子 176 62 2.22 37

10横山 樹理 174 71 2。 16 35

30   135

31   128

30    98

27    97

32    91

30   101

28    87

36   115

32   120

30   158

17    6.22  45

16    6.54  53

16    6.71  46

19    6。 91  53

16    6.49  49

17    6.84  61

15    6.99  56

15   6.21 41

19    6.89  52

16    7.55  64

3.8  14.5  49

3.7  14.2  47

4。 0  14.5  49

3。 8  14。 1  49

4。 0  15。 1  46

3.9 13.7 51

3.7  14.2  49

3.8  14.8  48

3.9  14.6  45

3.8  13.9  47

11.4 23   63

11.2 17   62

12.5 14   62

10.9 19   62

10。 9 26   64

12.6 14   56

13.5 24   63

11.3 24   63

12.7 19   62

11.3 18   78

ー

h/1. 172.465。 0 2.15  35。 8  30.4 113.0  16.5  6.74  52.0  3.84 14。 4  48.0  11.8 19。 8 63.5

S.D。 2.31 3.94 0。 04  4.5 2.31 22。 53  1.36  0.39  7.13 1。 07  0.42 1.76  0.91 4.26 5.54

第 5表 中国女子ナショナルチーム体力測定の結果
(1973年 7月 24日  東大体育研究室)

＼ず
目

NQ氏増＼

背筋力1墾 子

kg l寛
左

ｋｇ

2 許秀梅 23 180

9 張清茄 23 179

11 範桂香 25 178

4 葛維澪 21 177

10 張淑華 25 177

6 徐利雲 28 177

7 梁賜恵 22 174

1 徐後敏 30 172

8 曹金秀 23 171

3 呉国英 25 170

12 董瑞珍 23 169

73.4  2.36 115

68.6  2.27 110

71.6  2.22 128

59.8  2.22  90

60.5  2.20  95

65.0  2。 22 111

57.0  2.20 106

69,7  2.17 105

63.8  2.14 117

63.2  2.22 106

67.0  2.12 123

38.0 38.5  6.90  53    48

44。 0 40。 0    --  65    58

39.5 40.5  7.40  63    61

42.0 43.5  6.58  59    68

36.0 34.5  7.04  64    61

41。 0 32.0  5。 76  54    49

44.0 36。 0  7.70  66    62

35.5 35.5  6.83  62    60

31.0 27.5  7.17  65    66

39。 0 43.5  7.13  61    59

43.5 43.5  7.09  66    64

62    2.98  35    14.6   7

70    2。 97  41    16.5  20

75    2.97  50    13.5  18

65    2.86  42    14.0  11

69    2.84  40    14.2  10

62    2.84  38    14.7   7

77    2.97  44    13.4  13

65    2.82  40    14.2  24

74    2.88  34    14.0  16

67    2.89  44    14.0  15

72    2.84  45    13.2  18

24.4174.9  65.3  2.21 109。 6 39。 4 37.7  6.96  61.6  59.6  68.9  2.90  41.2  14.2  14.5Nl.

2.65  3.85  4。 93  0。 06 11。 17 3.95 4.95  0.49  4.35  5。 96  4.94  0。 06  4.39  0.85  5.1

|  |  |  |
|サ ィド19ml体前屈|

ステッ 3往復
プ  |



優れている.

敏捷性のテストをみると,中国女子チームのサ

イドステップは41。 2回,又 9m3往 復走は14.2秒
で,全 日本女子チームの47.5回 ,14。 1秒 ,カ ネボ
ーチームの49。 8回 ,14。 7秒 ,ユ ニチカチ ー ムの

48。 0回 ,14.4秒 に比較 しサイドステップの能力に

やや劣り,9m3往復走ではカネボー・ユニチカチ
ームよりやや優れ全日本女子チームと差がないこ

とが明らかになった.柔軟度の指標の 1つである

体前屈度では平均 14.5Cmを示 し,全 日本女子チ

ームの 19。 8Cm,ヵ ネボー 0ユ ニチ カチ ー ムの

20。 6,19。 5Cmに比較 し明らかに低いことが知ら
れる。

4.考   察

日本の女子バレーボールは,1962年 モスクワの

第 3回世界選手権大会においてニチボー貝塚チー

ムが初優勝をとげ,更 に1964年の東京オリンピッ

ク大会でも輝やく優勝をとげたが,その後大きな

国際大会では常にソ連に敗れて世界第 2位を保っ

たにとどまっている。1974年の ミュンヘンオリン

ピック大会でもソ連に敗れ第 2位に甘んじたが ,

1975年にはそれら第一線選手の多くが競技会から

引退 し今や第二の新旧交代期を迎えようとしてい

る.このような現状のもとで,今回の研究対象と

して取りあげたカネボー・ユニチカ両チームは ,

従来日本女子バンー界の上位を占めてきたばかり

でなく,現在でも多くの有望新人選手をようし,
その強化の成否が, 日本女子バレー界の命運を左

右するといっても過言ではなく,技術や精神面で

の強化も含めて体力の強化も又重要な急務の 1つ

であると考えられる.又今回の研究対象として取

りあげた中国女子ナショナルチームは1968年迄は

常に世界のベス ト8にランクされるチームで, 日

ソに続 く第 2グ ループの 1つ として注目されてき

たが,1966年 以来の文化革命により国際交流が中

断されたために世界のバンー界の進歩から大きく

とり残されて しまった .

1973年以来再び国際スポーツ界への復帰を目ざ

して交流を再開 し,若い将来性ある長身有望選手
の中に 2・ 3のベテラン選手を柱として投入 し,

チームカの充実と世界バンー界での上位進出を目
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指 して日本へも1972年以来渡来 し, 日本のバレー

ボールの長所を学びとろうとしている.も ともと

多 くの人口を有 し,社会主義国共通の一貫 した施

策が徹底 して行なわれ易いという社会的背景を考

えると近い将来日本の好敵手として頭角を現わす

ものと考えられる.体力的にも中国選手は男女共
に優れたジャンプカを有するといわれてきたが ,

従来これら選手の具体的な体力の測定は実施 した

ことがなく,その実態を把握するためにも今回の

研究は極めて意義深いものと考えられる.

今回の体力測定値をカネボーチームについて考

察すると,平均年令が20。 1歳 と若い選手を多くよ
うするにも拘らず,1970年 の全日本女子ナショナ

ルチーム選手の体力値と比較 し,握力・上体起 し・

3回跳の筋カテス ト・ローリングテス ト・サィドス

テップテス ト等の敏捷性テス ト,更 に体前屈度や

倒立時間等でも優れた値を示 し,む しろそれら全
日本チーム選手よりも上まわっていることがわか

る.しか し,背筋力・9m3往復走についてはやや
劣っることが明らかである.ジ ャンプカと敏捷性
はバンーボール選手にとって極めて大切な体力要

素であるので,今後全身の瞬発力とジャンプカ強
化の トレーニングと敏捷性を増す動きの トレーニ

ングを加えてゆく必要があるものと考えられる.

カネボーチームについておこなった全身反応時

間の測定結果は, 全身反応時間が0。 328秒 , 反応

開始時間が0。 167秒,筋収縮時間が0.161秒 であっ
た.ス パイクのレシーブやブロックカバー,あ る
いはクイックスパイクのタイミング等バンーボー

ルのプレーには,瞬間的・反射的な身のこなしや

写真 1 全身反応時間の測定
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動きが極めて重要であるから,反応時間を短縮す

るための トンーニングは技術や体カ トレーニング

の中に多く採用されている.全 日本男子チームに

採用されてレシーブカの向上に大きな貢献をした

マツハンシーブ (近距離スパイクのレシーブ)や
フライィングレシーブも著者等

1)4)の
研究結果か

ら創 り出されたものである。カネボーチームの測

定値を,1964年の東京オリンピックに出場 したニ

チボーチームの朝比奈
9)に よる測定値と比較 して

みると, ニチボーチームの全身反応時間は 0。 340

秒,反応開始時間は0。 175秒,筋収縮時間は0。 165

秒で,反応開始時間の点でカネボーチームがやや

優れていることがわかる.猪飼等
10)は,東京オリ

ンピックに出場 した80ハ ー ドル, 100mの 依田選

手の測定値は各々 0。 272秒
00。 168秒・0。 104秒で

あったと報告 しているが,こ のことは更に トンー

ニングによる短縮の可能性を残 していることを示

しており,その重要性を考えて更に反応時間短縮

のための トンーニングを続けてゆく必要性を示 し

ている.

カネボーチームの中心選手 6名についての最大

酸素摂取量の測定結果は 2985mlノ min,体重 lkg

当りについての最大酸素摂取量は46。 3ml≠kgo min

であった .

この値を著者等
11)の おこなったヤシカバンーボ

―ル選手並びに日本体育大学女子バスケットボー

ル選手の測定値と比較 してみると,ヤ シカバレー

ボール選手の最大酸素摂取量及び体重 lkg当 りの

最大酸素摂取量は各2980mlノ min,46.lml′ kge min,

叉バスケットボール選手の値は2820mlノ min,46.2

ml≠ kge minで ,ヵ ネボーチーム選手の測定値とほ

ぼ等 しい値を示 した.E.Do Michael12)は ほぼ同

一年令の一般女子大学生について同様の測定をお

こない,1780ml≠ min,29.8ml′ kg 01ninの 値を得た

と報告 している.著者等13)も 平均30歳の健廉な女

子及び海女の最大酸素摂取量と体重 lkg当 りの最

大酸素摂取量を測定し,一般人で 1610ml′ min,

35.2mlノ kgemin,海女で 1860ml≠ min,31.6ml′ kg・

min.の値を得ている.カ ネボーチーム選手の測
定値は Mitchael及 び著者等の研究結果と比較 し

て明らかに優れている。しか し女子運動選手につ

いての Bo Saltin14)の 研究では,ス ウェーデンの

女子スキーナショナルチーム選手の最大酸素摂取

量及び体重 lkg当 りの最大酸素摂取量は,Bo M.

選手が最大で 4070mlノ min,63.6mlノ kg・ min,の値

を示 し,オ リエンテイティング選手を含む10人の

平均値は 3610mlノ min,61。 8ml′kg・ min,でぁった

と報告 している.

又 Lo Hermausen15)は ノルウェイの女子クロス

カントリー・スキー選手 5人の最大酸素摂取量を

測定し,平均 3300mlノ min,55ml≠ kge minの 値を

報告 している.

バンーボールのゲーム中における心拍変動につ

いて研究 した著者等
16)の
データーでは, ゲーム中

エーススパイカーや動きの激 しい選手の心拍数は

180拍≠min以上にしばしば達することがあり,又

国際ゲームのような 5セ ットゲームでは時にゲー

ムが 3時間近 くも続けられることがある.このこ

とは,カ ネボーチームの選手の最大酸素摂取量は

一般人に比べ明らかに優れているが,更に トレー
ニングを続けて改善する必要のあることを物語っ

ている.

カネボーチームの肺換気機能の測定結果を,著

者等のおこなったヤシカバレーチームの値
17)と
比

較 してみると,身長当りの深吸気量及び 1秒量と

体表面積当りの最大換気量はカネボーチームが各

々 15.4ml≠ cm,19。 8mlノcm,72.51ノ minノ m2で ぁっ

体育学紀要 第9号

写真 2 最大酸素摂収量の測定
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たのに比べ,ヤ シカチームでは 16.5mlノ cm,21.3

mlノ Cm,79.41ノ minノ m2で ,ヵ ネボーチームの値が

3項 目ともやや劣っており換気機能についてもト

レーングにより改善する必要が認められる。

ユニチカ貝塚チームの体カテストの結果を1970年

全 日本女子ナショナルチームの体力測定値つと比

較 してみると,ユ ニチカチームは 3回跳・ローリ
ングテス トでは全日本女子チームより明らかに優

れているが,握力 0背筋力 0垂直跳・ 20m走等に

劣り,今後筋力と動きのスピー ドを強化するトレ

ーニングを課題とする必要があるものと考えられ

る.ユ ニチカチームの中で唯 1人ナショナルチー

ム選手に選抜されている横山選手は新人ながら女

子選手には珍らしいパワーあふれた選手として注

目されているが,15項 目のテス トの中で,特に背

筋力 (158kg),3回跳 (7.55m),垂直跳 (64Cm),体

後反度 (78Cm)と 4項 目に他の選手以上の優れた

能力を有 している.特に 3回跳の 7.55m及び体
後反度の 78Cmは従来の日本女子選手の中で最高

を示 し,背筋力の 158kg及 び垂直跳の 64Cmは従

来の日本女子選手最高を示 した浜選手 (ヤ シカ)

の 160kg,高 山選手 (日 立)の 65Cmに次ぐもの

で,それらの優れた能力が今回の体力測定の結果
に反映されているものと考えられる.

中国女子ナショナルチームの体力測定の結果を

みると, 日本チームの平均 172～ 173Cmに比較 し

て更に2Cmぁ まりも高 く,その上垂直跳で6.7Cm,

3回跳で 50Cmも 優れた値が認められた.又助走

を加えての垂直跳とブロックジャンプでもカネボ

ーチームに比較 し 7。 OCm,9。 7Cmと 明らかに優
れた能力を持っていることがわかる.又助走 して

のジャンプ最高到達点では 2.90mの値を示 して

いるが,こ れはルールに定められた正規のネット

の高さが 2.24mで ぁるから,片手を伸ばすとネ

ット上に更に平均 66Cmも 出ることを示ものであ

る.又助走を加えての垂直跳の平均は 68。 9Cmで

中でも梁選手の 77.OCm,又 3回跳の 7。 70mは 日

本女子選手中最高の値を示 した小野沢選手 (ヤ シ

カ)の 7。 44m,又今回の測定から得た横山選手 (ユ

ニチカ)の 7.55mを更にしのぐ優れた記録であ

る.

これらの優れたジャンプカに比較 し背筋力 0サ

イドステップ及び体前屈度の項目では日本チーム

に比較 して明らかに劣るので,背筋力の強化 ざ動
きの敏捷性と体の柔軟性の強化を中心とするトレ

ーニングを負荷することが必要である.中 国女子

チームのジャンプカがどのような理由によって優

れているのかは今回の測定結果からは明らかでな

いが,バ ンーボール競技ではジャンプカの大小が

勝敗を左右する要因の 1つであるだけに中国チー

ムの優れたジャンプカの秘密が, トレーニング方

式やジャンプ技術の差によるものか,あ るいは栄

養・体型や遣伝的要因によるものかについて今後

更に検討を加えてゆく必要があろう.

5。 結   論

新旧選手の交代期にある日本の女子バンーボー

ル界にあって将来有望な多数の選手をようするカ

ネボー・ユニチヵ貝塚の 2チ ームの22名 の選手を

対象として,体力の現状を分析し今後の トンーニ

ング処方上の資料を得る目的で, 日本バンーボー

ル協会科学研究部の定めた体力測定 を実 施 し,

1970年の世界選手権大会に日本代表として出場 じ

第 2位を獲得 した選手12名の測定値と比較をおこ

なった.又 1973年 (昭和48年)7月 来日した中国
女子ナショナルチームの選手11名 についても筋力

・ジャンプカ 0敏捷性 0柔軟性と身長・体重等の

14項 目について測定をおこない, 日本チームの測

定値と比較検討 した.その結果は次のとおりであ

る.

1)カ ネボーチームについては,平均年令20。 1

歳と比較的若い選手が多いにも拘らず,1970年の

全日本女子ナショナルチーム選手の体力に比較 し

握力 0上体起 し, 3回跳・サイドステップ 0ロ ー

リングテスト・体後反度等に優れた値 を示 した

が,背筋力と9m3往復走でやや劣っている.今
後全身の筋カ トレーニングと動きのスピー ドを高

めるトレーニングを課するとともに更にジャンプ

カを高めるトレーニングを併用する必要がある.

全身反応時間は個人差があるが.平均 してハイレ

ベルにある.又酸素摂取能力や肺換気機能につい

ても運動選手としては平均的なレベルにあるが,

これらの要素は全身反応時間と共にバンーボール

選手としては重要な体力上の要素であるので今後
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更に トレーニングにより向上させる必要がある。

2)ユ ニチカ貝塚チームについては,1970年の

全 日本女子ナショナルチーム選手の体力値に比較

し握力 。背筋力・垂直跳等の筋力やジャンプカが

明らかに劣 ってお り, 3回跳及びロー リングテス

トと体後反度に優れていることが明らか に な っ

た.平均年令20。 4歳の若いチームであるだけに,

今後全身の筋力とジャンプカの強化を中心 とする

オールラウンドな トレーニングを長期的に実施す

る必要があるcしか しナショナルチームの一員 と

して選ばれている横山選手は 3回跳・体後反度の

2項 目に従来の 日本女子選手の最高値をしの ぐす

ばらしい能力をもってお り,又背筋力と垂直跳の

2項 目に最高値に近い能力を示 し, ゲームの PJ・で

の優れた技術がこれらの素晴 らしい体力に支えら

れていることを物語っている .

3)中国女子ナショナルチームの体力測定値を

日本選手の値 と比較すると, ジャンプカと 9m3

往復走の動きのスピー ドで日本選手をしの ぐ優れ

た能力が認められ,平均 174。 9Cmの長身 と相まっ

てバ レーボール選手 としての素晴 らしい素質の一

端が うかがえるが,背筋力・サイ ドステップ・柔軟

度の点でやや劣ることがわかった.今後更に全身

の筋力・柔軟性 と調整力を高めるための巧緻性の

トンーニングを併用すれば体力的には世界の トッ

プクラスチームに成長することが可能であろ う.

特に梁選手の 3回跳の 7,70mと 助走 しての垂直

跳の高さ 77Cmは従来の女子選手についての測定

値の最高を示 した .
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